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■ はじめに 

 

加賀市教育委員会では、国の方針である「個別最適な学び」や「協働的な

学び」を全小中学校で進めるため、令和５年１月に、子どもの今も未来も幸

せにwell-beingを実現する学びの改革として「学校教育ビジョン」を策定し

ました。また、令和６年３月には、市の教育振興に関する指針として「加賀

市教育大綱」に位置付けております。 

一方、国においても、令和５年６月に「第４期教育振興基本計画」が閣議

決定されており、「持続可能な社会の創り手の育成」及び「日本社会に根差

したウェルビーイングの向上」を掲げ教育政策の方針などが示されています。 

本市といたしましては、こうした教育を取り巻く社会環境の変化や新たな

教育政策に対応した、より良い教育施策の充実を図っているところです。 

現在、加賀市教育委員会は、昨年度まで市長部局所管であった文化課が本

年４月から教育委員会に移管され、教育庶務課、学校指導課、生涯学習課、

文化課、スポーツ課の５課、また、関係部署との協働体制のもと、次代を担

う人材育成に向けて心の教育や学校教育の充実を図り、家庭・学校・地域社

会が一体となった子どもたちの健全育成に努めるため、様々な施策を実施し

ております。 

本報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条第１項の規

定に基づき、令和５年度における加賀市教育委員会の権限に属する事務の管

理及び執行の状況について、点検及び評価を行い、その報告書として公表す

るものであります。 

これにより、本市の教育行政の取組みをより多くの皆様に知っていただき、

ご理解、ご協力とともに、ご意見を賜わることにつながれば誠に幸いであり

ます。 

なお、点検及び評価にあたりましては、法第26条第２項の規定に基づいた

学識経験者の知見を、金沢学院大学 スポーツ科学部 スポーツ科学科 米澤 

利明 特任教授からいただいております。 

 

令和６年９月 

 

 

加賀市教育委員会 
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第２次加賀市総合計画 基本構想における教育施策の位置づけ 
  平成28年12月に策定した第２次加賀市総合計画 基本構想では、教育施策を

次のように位置づけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次加賀市総合計画 基本構想 

▸ 家庭教育支援の充実と環境の構築 

▸ 魅力ある学校教育内容の充実 

▸ 時代に即した、安全・安心の学習環境づくり 

▸ スポーツ活動の振興 

▸ 生涯学習の振興 

▸ 良好な歴的景観の保全（重要伝統的建造物群保存地区、藩政時代がし

のばれる大聖寺のまちなみ等） 

▸ （歴史・文化を積極的に活用した）戦略的な観光振興策の推進 

▸ 伝統文化の継承・文化活動の充実 

 

 

将来都市像 分野別施策の体系 

▸  市民交流・まちづくり活動の活性化 

▸ 若者などの移住・定住の促進 

▸ ボランティア活動の推進 

 

 

 

▸  ものづくりと雇用創出で、活力と勢いのあるまちづくり 

▸ 地元就職の促進とＰＲの推進 

 

 

加賀市教育大綱に位置づけ 

01 学びを変えるプロジェクト 

02 誰一人取り残さないプロジェクト 

03 未来は自分で創るプロジェクト 

04 地域と一緒にプロジェクト 
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■ 教育委員会施策等の実施概要 

 

  令和５年度の加賀市教育委員会施策の実施概要は次のとおりです。 

 

「安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり」に関する

ことでは、子育て支援・サービスの充実として、学校給食費の完全無償化を昨年に

引き続き実施し、保護者の経済的負担の軽減を図りました。また、子どもたちが放

課後や土曜日等に安心・安全に過ごし、多様な体験・活動を行う場を提供するため、

年間を通して、市内９カ所にて「放課後子ども教室」を実施しました。 

魅力ある学校教育内容の充実では、国の方向性に沿った「そろえる教育」から「伸

ばす教育へ」の転換を図るため、令和５年１月に公表した「学校教育ビジョン」に

位置付ける４つのプロジェクトを実施しました。 

「学びを変えるプロジェクト」では、教員への伴走支援、先進地視察や教職員研

修などの学びの改革を実施したほか、子どもの学習環境において、教室で皆が一斉

に黒板を向いて授業を受けるスタイルから、タブレットを片手に教室内外で、多目

的スペースを活用してグループ学習を行うなど、学びのスタイルの多様化に対応す

るため、学びの空間デザイン事業として多目的教室などを改修しました。 

「誰一人取り残さないプロジェクト」では、教育総合支援センターを旧三木小学

校にリニューアル移転するとともに、機能強化を図るため、不登校や支援が必要な

子どもなど、多様な教育ニーズにある子どもを誰一人取り残さず学びが届くよう、

居場所等の環境や支援する体制を専門機関と連携し構築する「不登校支援プラン」

の策定に取り組みました。このほか、学校での教室以外の居場所として作見小学校、

山代小学校、東和中学校にスクールサポートルームを設置しました。さらに、１人

１台 PC 端末から、相談窓口につながるチャット相談「ブリッジ」を導入し、ちょっ

とした悩みや不安など子どもの SOSを早期発見につなげる体制づくりを図りました。 

「未来は自分で創るプロジェクト」では、市内小中学校の STEAM 実施校が、それ

ぞれ取り組んだ課題解決や、それを通して学んだことについて発表する「KAGA STEAM 

Presentation」を実施したほか、これまで加賀市が先進的に進めてきた小学４年生

からのプログラミング教育を軸にリニューアルし、小学１年生からの小中一貫型の

「加賀 STEAM プログラム」を策定しました。 

「地域と一緒にプロジェクト」では、学校と保護者の連絡手段について連絡ツー

ルを導入しデジタル化を進めたほか、中学校の学校部活動を段階的に地域移行する

ため加賀市が目指す部活動の方向性を示した「学校部活動改革プラン」を策定しま

した。 
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安全・安心の学習環境づくりでは、東和中学校改築・改修事業において、校舎の

改築・改修工事が完了し、駐輪場や玄関前ロータリー整備などの工事に着手したほ

か、東和中学校、山代中学校、山中中学校の体育館のトイレ洋式化工事を行い、教

育環境の充実を図ると共に災害時の避難所としての機能の向上を図りました。 

スポーツ活動の振興では、「加賀温泉郷マラソン 2023」及び４年ぶりとなる「加

賀温泉郷寛平ナイトマラソン 2023」を開催し、市民の健康増進及び観光都市加賀市

の全国発信を行いました。また、スポーツ施設の活用と整備として旧山中武道館を

解体し、体育施設適正配置の推進として加賀市武道館への機能集約を図りました。 

生涯学習の振興では、「加賀市家庭教育支援推進計画」に基づき、子どもが将来

親になるために必要な知識の学びとして、乳幼児と触れ合う講座を市内５校の小学

４年生から６年生を対象に実施したほか、市民文化講演会を開催し、お茶の水女子

大学名誉教授であり、数学者としての研究・教育にとどまらず、エッセーや社会評

論の執筆でも著名な藤原正彦氏に「日本のこれから、日本人のこれから」について

ご講演をいただきました。 

また、図書館では、「加賀市市民読書活動推進基本計画」に基づき、すべての市

民を対象とした読書を促すための講座やイベントを行ったほか、郷土資料や聖藩文

庫のデジタル化を進め、公開可能なものは順次公開し、郷土の歴史や文化を後世に

伝えるとともに利用者の利便性の向上を図りました。 

「観光と歴史、文化の振興による賑わいのあるまちづくり」に関することでは、

良好な歴史的景観の保全を目的に、いしかわ百万石文化祭 2023の開催にあわせ、「北

前船と引札」の展示やワークショップ、市民も出演した新作狂言の公演を含む「実

盛の世界」の開催、歴史学者の磯田道史氏講演会「城下町大聖寺で歴史と文化を語

る」など全８事業を実施したほか、全国規模の団体を誘致して「連句の祭典」を催

し、総勢約 8,000 人の市民等が参加しました。また、「能のまち加賀市」の発信と

推進のため、能のまち推進協議会での有識者との意見交換や情報共有を図ったほか、

次世代育成につなげるため、いしかわ百万石文化祭 2023 の開催にあわせて「千人

謡事業」を実施し、市内小学校５・６年生約 1,000 人による謡の披露、併せて能の

実演やワークショップも行いました。さらに、能楽を楽しむきっかけ作りとして、

大人向けの謡と仕舞教室を実施しました。 

「ものづくりと雇用創出で、活力と勢いのあるまちづくり」に関することでは、

「コンピュータクラブハウス加賀」にて、子どもたちが「いつでも」「安全に」「テ

クノロジーに触れられる」コミュニティとしての活動を発展させるため、地域へ出

向く出張コンピュータクラブハウス加賀を実施しました。また、プログラミングや

デジタルアート、ドローン等の体験ブースを充実させたイベントとして「STEAM FES 
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KAGA」を開催し、学校や普段の遊びではできない体験の場を提供しました。 

「みんなが手をとり、いきいきと安心して暮らせるまちづくり」に関することで

は、高校魅力化スタッフを市内高校に派遣し、高校や地域と協働して、高校生の探

究活動や授業を支援し魅力的な学校づくりの推進を図りました。また、世界有数の

教育が受けられるシンガポールの教育機関である SIM（シンガポール・インスティ

テュート・オブ・マネージメント）への留学に対して助成を行いました。 

「豊かな自然を守り育てる、美しく快適なまちづくり」に関することでは、重要

伝統的建造物群保存地区である加賀橋立・加賀東谷の両地区において、建造物の保

存修理を進め、景観の維持を図りました。 

城下町大聖寺においては、国の歴史的風致維持向上計画における重要な構成要素

である市指定名勝江沼神社庭園について、基礎調査及び名勝調査結果を踏まえ、庭

園整備事業の基本計画となる保存活用計画を策定しました。 

さらに、市指定無形文化財「お松囃子」の保存継承をはじめ、指定文化財の保護

や管理にかかる経費の補助を行うとともに、国指定史跡「狐山古墳」については、

立木伐採事業を行い、史跡の保全と環境整備に努めました。また、加賀海岸地域の

重要文化的景観の保護推進事業として、重要な構成要素である塩屋町の鹿島神社修

理に対して補助を行い、良好な歴史的景観の保全を図りました。 

公の施設に関することでは、九谷焼美術館において、「大聖寺藩御用窯松山窯」

の特別展を開催し、九谷焼発祥の地である加賀市の発信につなげました。さらに、

東京展を皮切りに全国７会場を巡回する「九谷赤絵の極致 飯田屋八郎右衛門の世

界」展に向けての準備を進めました。 

スポーツ施設については、様々なスポーツを通じた市民の健康づくりとサービス

の向上のため、施設の適正管理に努めました。 

図書館については、利用者へのサービス向上や効率的な運営を図るため、令和６

年度から窓口等業務の一部を民間事業者に委託するための業者選定を実施しまし

た。 

なお、令和６年１月１日に発生した能登半島地震の影響により、各施設において

損壊した箇所の復旧工事等を行いましたが、山中温泉文化会館については、人命を

最優先に考え、１月 31 日をもって貸館等の受付業務を停止し、３月 31 日に利用を

休止しました。 

また、中谷宇吉郎雪の科学館では、液状化現象により建物周囲や前庭の地盤が沈

下し、通路や埋設配管に被害が生じましたが、周辺の公園も同様の被害があり、こ

れらと合わせて一体的に復旧作業を進める必要があることから、復旧に向けた長期

的な計画を検討しています。 
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■ 令和５年度 科目別決算（歳出）

10款　教育費 （単位：千円、％） △は減を示す
当初
予算額

補正
予算額

前年度
繰越額

流用
増減額

予算現額
(E)

支出額
翌年度
繰越額

不用額
(H)

執行率
(I)

(A) (B) (C) (D) (A)+(B)+(C)+(D) (F) (G) (E)-(F)+(G) ｛(F)+(G)｝/(E)

教育庶務課 10.1.1 教育委員会費 2,813 2,813 2,740 73 97.4

10.1.2 事務局費 257,659 3,791 261,450 249,595 11,855 95.5

10.2.1 学校管理費(小学校) 251,952 23,863 275,815 256,397 19,418 93.0

10.2.2 教育振興費(小学校) 280,280 61,125 341,405 326,428 14,977 95.6

10.2.3 学校建設費(小学校) 190,170 116,647 97,130 403,947 278,612 116,647 8,688 97.8

10.3.1 学校管理費(中学校) 126,297 13,832 140,129 131,429 8,700 93.8

10.3.2 教育振興費(中学校) 148,967 △ 1,239 147,728 139,707 8,021 94.6

10.3.3 学校建設費(中学校) 1,381,070 172,296 67,223 1,620,589 1,464,136 155,054 1,399 99.9

10.6.1 学校保健費 20,589 20,589 19,999 590 97.1

10.6.2 学校給食費 546,426 851 547,277 538,356 8,921 98.4

10.6.3 学校体育振興費 13,789 13,789 10,221 3,568 74.1

11.3.1 学校体育振興費 0 16,000 16,000 7,710 8,250 40 99.8

13.2.8
三森良二郎奨学
基金費

50 △ 36 14 13 1 92.9

13.2.19
学校施設整備基
金費

5 △ 4 1 0 1 0.0

13.2.20
本川弘一科学奨
励基金費

5 △ 4 1 0 1 0.0

学校指導課 10.1.2 事務局費 1,275 1,275 1,194 81 93.6

10.1.3 教育指導費 274,984 △ 36,602 238,382 219,306 19,076 92.0

生涯学習課 10.5.1 生涯学習総務費 263,470 △ 3,379 260,091 251,876 8,215 96.8

10.5.2 生涯学習振興費 39,298 39,298 37,604 1,694 95.7

10.5.3 教育文化施設費 73,537 1,150 74,687 73,875 812 98.9

10.5.5 青少年対策費 550 550 164 386 29.8

スポーツ推進課 10.6.4 社会体育総務費 1,844 1,844 1,540 304 83.5

10.6.5 社会体育振興費 66,961 △ 6,000 60,961 58,188 2,773 95.5

10.6.6 体育施設費 243,639 24,070 267,709 248,135 17,710 1,864 99.3

文化振興課 10.5.2 生涯学習振興費 24,911 4,300 29,211 24,312 4,899 83.2

10.5.3 教育文化施設費 189,715 9,119 198,834 192,885 5,949 97.0

10.5.4 文化財保護費 57,168 57,168 53,303 3,865 93.2

振興課 10.5.3 教育文化施設費 15,120 15,120 13,651 1,469 90.3

子育て支援課 10.4.1 幼稚園費 1,641 △ 1,447 194 0 194 0.0

4,474,185 398,377 164,353 △ 445,036,871 4,601,376 297,661 137,834 97.3

所属名 款項目 科目名

合　　　計
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令和５年度 加賀市の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価について  

 

加賀市教育委員会では、令和５年１月、新たに加賀市教育大綱として位置づいた「学校教

育ビジョン」を策定し、「BE THE PLAYER 自分で考え 動く 生み出す そして社会を変える」

というスローガンを掲げて、未来に向けての教育改革を進めてこられました。本報告書には、

「子どもの『今』も『未来』も幸せに well-being を実現する学びの改革」を推進するため

の教育施策の実施状況及び評価と今後の方向性等が、「第２次加賀市総合計画基本構想」の

体系に沿って克明に記されております。平成 25年度からこれまでの「加賀市の教育に関す

る事務の管理及び執行状況の点検及び評価」の各報告書については、極めて透明性の高い優

れた報告書であると同時に、加賀市教育委員会の情報公開に対する真摯な姿勢と省察的実

行力の確かさを確認することのできる優れたものでしたが、本報告書はさらに下に示すよ

うな改善が施され、教育改革の具体がより分かりやすく、より理解しやすい、より優れた報

告書になっていると高く評価します。 

１、教育委員会の各施策を「第２次加賀市総合計画基本構想」に位置付けて、分野ごとに各

施策の点検評価をまとめていること。これにより、主に事業費の伴わない事業等が大幅に

整理されたと拝察しますが、各施策の目的やねらいがより一層明確になるとともに、教育

分野以外の施策を含めた計画全体との関連も把握しやすいようになっています。 

２、点検及び評価を「１．事務事業」と「２．公の施設」の２つに分けていること。２つを

分けて点検評価したことで、それぞれの評価規準をより明確にすることができ、それぞれ

の体系内での効果の比較等がより一層可能になっています。 

３、「点検及び評価」のシートを改善していること。各事務事業の目的、各公の施設の設置

目的をはっきりさせ、それぞれの成果と決算等のエビデンスを踏まえて内部評価を実施

し、今後の方向性を示すというように、より厳正な点検評価の度合いの高い、より信頼性

を増したものになっています。 

さて、令和元年度末から突如として現れ、世界中の国や人々を巻き込んだ新型コロナウイ

ルスの感染拡大による影響が、令和５年５月８日の「コロナ５類」への変更を契機に徐々に

落ち着きをみせ、令和５年度はやっとマスクを外して、お互いの顔全体や表情を見ながらの

教育が復活してきました。加賀市の教育においても、コロナ禍での様々な教育活動の自粛や

地域の文化的行事等の中断や変更など多くの困難な状況と苦労を乗り越えて、教育改革を

進めてきた多大な努力について改めて敬意を表します。この教育改革が加賀市の教育のさ

らなる発展に着実につながっていくことを期待しつつ、令和５年度の各教育施策それぞれ

の点検及び評価報告の内容を踏まえて、事務事業、公の施設について総括的に論評します。 

事務事業について。以下では、基本方針１「安心の子育てと地域に根ざした教育による笑

顔あふれるまちづくり」に関して、なかでも基本方針１－④（魅力ある学校教育内容の充実）

の 点検評価報告内容をふまえて論評します。 

はじめに「学校教育ビジョン」に基づき「そろえる」教育から一人一人を「伸ばす」教育
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へと転換させるための４つのプロジェクト（「学びを変えるプロジェクト」「誰一人取り残さ

ないプロジェクト」「未来は自分で創るプロジェクト」「地域と一緒にプロジェクト」）につ

いては、真正面から取り組み、学びの改革を着実に推進されたこと、大変素晴らしいと思い

ます。学びの改革は、従来から慣れ親しんだ授業スタイルの大幅な変更も含んでおり、多様

な授業スタイルを可能にするための教職員の新たな授業力・指導力の向上、そして何より意

識の改革が大きなカギとなります。これについては、加賀市全体の小中学校教職員の研修の

充実のみならず併せて教員への伴走支援の充実などきめ細かな支援に継続的に取り組まれ

ています。今後も、「学校教育ビジョン」の具現化のための小中学校教職員の授業力・指導

力向上と意識改革の確実な実現等に向け、継続的なご支援を期待します。 

また、加賀市がこれまでも力を入れてこられた総合的な学習の時間や算数科や理科の授

業での系統的プログラミング教育をリニューアルし、地域の課題の解決を目指し探究的に

学ぶ小学校１年生からの小中一貫型の「加賀 STERM プログラム」を策定し、着々と実施され

ていることを高く評価したいと思います。さらに、学校部活動を地域に段階的に移行してい

く「学校部活動改革プラン」の策定は、中学校の学校部活動の問題の解決や教員の「働き方

改革」にも関連する極めて先進的な取組と考えられます。全国の注目も集める取り組みの一

つとして、成果を大いに期待します。 

また、子どもたちの国際感覚を養うため、他国の子どもたちとの触れ合いは重要であり、

令和５年度、台湾の小学生が来日して交流が再開したことは大変大きな一歩と言えるでし

ょう。今後も現実的にはコロナなど感染症の心配もあって、海外等での人と人との対面など

は積極的には進めづらい面もあるかもしれませんが、より一層 ICT 支援を強化し、交流やつ

ながりの継続がなされることを願っています。 

次に、公の施設全 32施設についての点検評価報告内容をふまえて論評させていただきま

す。九谷焼美術館をはじめ展観施設では、入館者数の増加に取り組んでおられますが、これ

らの施設の展示物等は、加賀市ならではの貴重な文化遺産です。入館者数を増やし、加賀市

ならではの文化の発信とともに、これらの文化遺産を教育に活かし、未来に伝えていく義務

があると思います。加賀市のもつ豊かな文化財の継承発展への支援は、児童生徒による地域

理解と地域活性化のための課題解決学習等につなげていくためにも極めて重要なことだと

思います。令和６年１月１日の能登半島地震による被害等、これからも予期せぬ災害に見舞

われるリスクもあるかもしれませんが、豊かな文化財と学校の学びとが継続的に融合して

いくことを期待したいと思います。 

最後に、総括として。加賀市が世界の動向と未来の教育を見据えて先進的な「学校教育ビ

ジョン」を策定し、教育改革を推進していることは、素晴らしいことと賛同します。今後こ

のビジョン実現のための施策が着実に進み、より成果を上げて、子どもたちが真のアクティ

ブ・ラーナーとして未来の幸せをつかむことを心から願います。 

 

金沢学院大学 特任教授 米澤 利明  
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事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

1 2 04 学校給食費無償化事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 6 2 12
1 2 11 放課後子ども教室開催事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 2 13
1 2 13 義務教育の円滑な実施のための学費支援事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 6 2 14
1 2 14 子ども会活動への支援事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 2 15
1 2 21 奨学金制度の充実事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 2 16

事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

1 3 01 家庭教育の啓発・周知活動の推進事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 5 17

事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

1 4 01
小中学生におけるプログラミング教育の推進事
業

学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 3 18

1 4 02 小中学校の教育推進事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 3 19
1 4 03 国際教育交流事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 2 20
1 4 04 指導力向上による学校教育環境の充実事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 3 21
1 4 05 学校保健の充実事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 6 1 22
1 4 06 学校図書館の充実事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 2 1 23
1 4 07 特別支援教育の充実事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 2 2 24
1 4 08 いじめ・不登校の解消事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 3 25
1 4 09 教育総合支援センターの充実事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 3 26
1 4 10 中谷宇吉郎科学奨励事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 2 27
1 4 11 小中学校活性化事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 3 28
1 4 12 英語力向上事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 3 29
1 4 13 教職員研修事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 3 30
1 4 15 STEAM教育推進事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 3 31
1 4 16 本川弘一科学奨励事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 2 32
1 4 17 学校教育ビジョン推進事業 学校指導課 継続 一般 10 1 3 33

事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

1 5 01 学校普通教室等冷房化事業 教育庶務課 継続 一般 10 2 3 34
1 5 02 学校トイレ洋式化整備事業 教育庶務課 継続 一般 10 3 3 35
1 5 03 小学校施設の適正管理事業 教育庶務課 継続 一般 10 2 1 36
1 5 04 中学校施設の適正管理事業 教育庶務課 継続 一般 10 3 1 37
1 5 05 小中学校ＩＣＴ整備事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 2 2 38
1 5 06 学校給食施設の適正管理事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 6 2 39

事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

1 6 01 加賀温泉郷マラソン開催事業 スポーツ課 廃止 一般 10 6 5 40
1 6 02 加賀温泉郷寛平ナイトマラソン開催事業 スポーツ課 継続 一般 10 6 5 41
1 6 04 スポーツ教室の開催事業 スポーツ課 継続 一般 10 6 5 42
1 6 05 ニュースポーツ大会の開催事業 スポーツ課 継続 一般 10 6 5 43
1 6 06 生涯学習・生涯スポーツ施設の有効活用事業 スポーツ課 継続 - - - - 44
1 6 07 スポーツ競技の育成支援事業 スポーツ課 継続 一般 10 6 5 45
1 6 08 スポーツ教室の開催の運営支援事業 スポーツ課 継続 - - - - 46
1 6 09 スポーツ推進委員による開催事業 スポーツ課 継続 - - - - 47
1 6 10 スポーツ施設の充実事業 スポーツ課 継続 一般 10 6 6 48

事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

1 7 01 中谷宇吉郎自然科学と芸術による研究教育事業教育庶務課 縮小 一般 10 1 2 49
1 7 02 市民文化講演会開催事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 2 50
1 7 03 ふるさと学習の推進事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 2 51

1 7 04 かがやき市民大学の促進事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 2 52
1 7 05 蔵書の充実事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 3 53
1 7 06 レファレンス（相談機能）能力の向上事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 3 54
1 7 07 行政資料・郷土資料の充実事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 3 55
1 7 08 自動車文庫・地区巡回サービスの充実事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 3 56
1 7 09 青少年健全育成の推進事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 5 57

④魅力ある学校教育内容の充実

⑤時代に即した、安全・安心の学習環境づくり

⑥スポーツ活動の振興

⑦生涯学習の振興

１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

①妊娠期から出産までの支援

②子育て支援・サービスの充実

③家庭教育の充実と環境の構築

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価  事務事業一覧

将来への備え 成長戦略
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事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

2 1 03 北前船日本遺産推進事業 文化課 継続 一般 10 5 2 58
2 1 10 旧よしのや依緑園別荘整備事業 文化課 廃止 一般 7 2 3 59

事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

2 6 02 伝統文化・芸能伝承の支援事業 文化課 継続 一般 10 5 2 60

2 6 03
松尾芭蕉・中谷宇吉郎・深田久弥などの全国発
信事業

文化課 継続 一般 10 5 3 61

2 6 04 文化体験プログラムの充実事業 文化課 継続 一般 10 5 3 62
2 6 05 市民文化活動の促進と支援事業 文化課 継続 一般 10 5 3 63

事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

3 2 08 コンピュータクラブハウス加賀運営事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 2 64

事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

3 4 01 ロボレーブ世界大会派遣事業 学校指導課・教育庶務課 継続 一般 10 1 2 65

事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

5 1 03 公民館大会の開催事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 2 66

事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

5 2 05 高校魅力化事業 教育庶務課 継続 一般 10 1 2 67

事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

5 6 01 地域ヤングボランティア育成事業 生涯学習課 継続 一般 10 5 5 68

４．いつまでも元気で健やかに暮らし続けられるまちづくり

②若者などの移住・定住の促進

③独身男女の願いを叶える出会いの創出

④人権が尊重される社会の形成

⑤男女共同参画の推進

⑥ボランティア活動の推進

２．観光と歴史、文化の振興による賑わいのあるまちづくり

①戦略的な観光振興施策の推進

②三温泉共創による地域の魅力づくりの推進

③都市圏への戦略的観光プロモーションの推進

④海外都市交流とインバウンド観光の推進

⑤国内都市との広域交流の推進

⑥伝統文化の継承・文化活動の充実

①地域福祉の充実

②地域包括ケアシステムの構築

③健康づくりの推進

④医療提供体制の充実

⑤高齢者福祉の充実

⑥障がい者福祉の充実

５．みんなが手をとり、いきいきと安心して暮らせるまちづくり

①市民交流・まちづくり活動の活性化

３．ものづくりと雇用創出で、活力と勢いのあるまちづくり

①産学官連携によるまちづくりの振興

②IoTなどを活用した人材育成と新産業・研究への支援

③企業誘致の推進

④地元就職の促進とＰＲの推進

⑤新規創業の支援

⑥商工業の振興

⑦伝統産業の継承・活性化　

⑧農林水産業の振興

⑦防災対策の充実

⑧空き家対策の推進

⑨交通安全・防犯の充実
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事　　務　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

6 2 01
加賀橋立伝統的建造物群保存地区保存整備事
業

文化課 継続 一般 10 5 4 69

6 2 02
加賀東谷伝統的建造物群保存地区保存整備事
業

文化課 継続 一般 10 5 4 70

6 2 03 加賀大聖寺藩十万石再生事業 文化課 継続 一般 10 5 4 71
6 2 04 文化財の適正管理事業 文化課 継続 一般 10 5 4 72
6 2 05 景観保存活動の支援事業 文化課 継続 - - - - 73
6 2 06 九谷磁器窯跡整備事業 文化課 継続 一般 10 5 4 74
6 2 07 文化的景観保護推進事業 文化課 継続 一般 10 5 4 75

交　　付　　金　　事　　業 担当課 評価 会計 款 項 目 頁

9 1 01 デジタル教育環境推進事業 教育庶務課・子育て支援課 継続 一般 76

６．豊かな自然を守り育てる、美しく快適なまちづくり

①自然環境の保全

②良好な歴史的景観の保全

③交通ネットワークの充実

④地域公共交通の充実

⑤上下水道の適正管理

⑥憩いの場の充実

７．将来を見据えた、効率的な行財政で支えるまちづくり

①市政への市民参画の促進

②広報・広聴体制の充実

④計画的な行財政運営

③公共施設の適正な維持管理

０．自然・歴史・伝統が息づく　住んでいたい　来てみたいまち

デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ）
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【原則　対象施設について】
①　市職員（臨時を含む）を配置している施設
②　公募による指定管理者制度導入施設
③　非公募だが一般市民や観光客の利用に供する施設
　　　（地域活動の拠点となっている施設は除く）

事業番号 事業内容 公の施設名 担当課 評価 会計 款 項 目 頁
A01 加賀市美術館管理 文化課 良 一般会計 10 5 3 77
A02 中谷宇吉郎雪の科学館管理 文化課 良 一般会計 10 5 3 78
A03 北前船の里資料館管理 文化課 良 一般会計 10 5 3 79
A04 九谷焼美術館管理 文化課 良 一般会計 10 5 3 80
A05 魯山人寓居跡いろは草庵管理 文化課 良 一般会計 10 5 3 81
A06 九谷焼窯跡展示館管理 文化課 良 一般会計 10 5 3 82
A07 深田久弥山の文化館管理 文化課 良 一般会計 10 5 3 83
A08 山中温泉芭蕉の館管理 文化課 良 一般会計 10 5 3 84
A10 大聖寺鴻玉荘管理 文化課 良 一般会計 10 5 3 85
B01 加賀体育館管理 スポーツ課 良 一般会計 10 6 6 86
B02 武道館管理 スポーツ課 良 一般会計 10 6 6 87
B03 大聖寺グラウンド管理 スポーツ課 優 一般会計 10 6 6 88
B04 大聖寺テニスコート管理 スポーツ課 優 一般会計 10 6 6 89
B05 陸上競技場管理 スポーツ課 良 一般会計 10 6 6 90
B06 相撲場管理 スポーツ課 優 一般会計 10 6 6 91
B07 スポーツセンター管理 スポーツ課 良 一般会計 10 6 6 92
B09 山中健民体育館管理 スポーツ課 良 一般会計 10 6 6 93
B11 山中弓道場管理 スポーツ課 優 一般会計 10 6 6 94
B12 中央公園野球場管理 スポーツ課 良 一般会計 10 6 6 95
B13 山中球場管理 スポーツ課 優 一般会計 10 6 6 96
B14 片山津野球場管理 スポーツ課 良 一般会計 10 6 6 97
B15 グラウンド(山代・動橋）管理 スポーツ課 良 一般会計 10 6 6 98
B16 中央公園テニスコート管理 スポーツ課 優 一般会計 10 6 6 99
B17 水泳プール管理 スポーツ課 優 一般会計 10 6 6 100
B20 橋立自然公園管理運動広場管理 スポーツ課 優 一般会計 10 6 6 101
B21 黒崎多目的広場管理 スポーツ課 優 一般会計 10 6 6 102
C01 セミナーハウスあいりす管理 生涯学習課 可 一般会計 10 5 3 103
C02 加賀市文化会館管理 文化課 良 一般会計 10 5 3 104
C03 山中温泉文化会館管理 文化課 良 一般会計 10 5 3 105

D 入浴施設

E 屋外施設

G03 中央図書館管理 生涯学習課 良 一般会計 10 5 3 106
G04 山中図書館管理 生涯学習課 良 一般会計 10 5 3 107
G08 かが健康グリーンパーク管理 スポーツ課 優 一般会計 10 6 6 108

令和5年度 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 　公の施設一覧

A
展観施設

B
体育施設

C
貸館施設

G
その他
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1204

グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 6 2 7 1

②

③

目標 100

実績 （％）

目標 100

実績 （％）

目標

実績 （％）

内部評価の決定理由

　令和4年9月より、対象者を全児童生徒に拡充して給食費を全額助成し、物価高騰に
よる影響額も含めて助成を行っている。
　このことにより、児童生徒の給食費を負担している全ての保護者の経済的負担が軽
減され、子育て支援の推進が図られており、今後も継続が必要である。

＝

＝

分析結果

全児童生徒

全児童生徒
＝

達成率

学校給食費無償化
対象者

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

総合計画の体系 3(1)➁5第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系将来への備え

所管部局 教育委員会 所管課 学校指導課・教育庶務課 学校指導グループ・学校教育グループ

施　策 ②子育て支援・サービスの充実

事業番号

令和５年度においても全児童生徒に
給食費を全額助成している。

　平成28年度より多子世帯等の児童生徒の給食費の助成を開始し、対象者の拡大を順に図り、令和4年9月か
ら対象者を全児童生徒に拡大した。これにより、令和5年度より事業名を多子世帯等児童生徒学校給食助成事
業から学校給食費無償化事業に変更した。
　令和5年度においても継続して助成を行うことで、食材料費等の高騰が続く中、これまで通りの栄養バランスや
給食の質を保った学校給食が提供でき、また、保護者の経済的負担の軽減となった。

　令和5年度支給対象児童生徒数　3,664人

令和5年度決算

会計 細々目名 決算額（千円）

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）

  小中学校に在籍している児童生徒をもつ保護者の経済的負担が軽減され、子育て支援の推進が図られること
が見込まれるため、今後も継続していく。

一般  学校給食費無償化事業 226,886

関連決算額合計 226,886

効果・波及効果

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

普通 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要

  給食費を全額助成することで保護者の経済的な負担を軽減し、もって少子化対策の一環とする。

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 学校給食費無償化事業
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1211

グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 5 2 3 2

②

③

目標 95

実績 （％）

目標

実績 （％）

目標

実績 （％）

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

高い 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要

　文部科学省実施の「放課後子ども教室推進事業」と厚生労働省実施の「放課後児童健全育成事業」を、新・放
課後子ども総合プランに基づき連携して取り組み、放課後対策を推進することにより、地域社会の中で子どもた
ちが放課後等に安全・安心で健やかに過ごすことができる居場所を確保することを目的とする。

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 放課後子ども教室開催事業

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）

　全学校区に配置された地域学校協働活動推進員が、令和7年度より本格的に放課後子ども教室に関わってい
く事になる。教室・推進員・市の間で協議を行い、放課後子ども教室及び推進員の効果的な活用方法を確立す
る必要がある。今後は、地域の人と人とを繋ぐ推進員の活動を、子どもたちの居場所づくりに繋げる方策を検討
する。

一般会計 豊かな心育成費 4,283

関連決算額合計 4,283

効果・波及効果

　市内の9団体が地域住民の参画を得て、地域の特性を生かして子どもたちに様々な体験をさせることで社会
性・自主性・創造性などの豊かな心を育み、コミュニティの充実を図っている。

令和5年度決算

会計 細々目名 決算額（千円）

教室参加者延べ人数

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

総合計画の体系 3(2)⑤2第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系将来への備え

所管部局 教育委員会 所管課 生涯学習課 生涯学習グループ

施　策 ②子育て支援・サービスの充実

事業番号

目標値には届かなかったが、子どもの安
全安心の居場所事業として、地域学校協
働活動を推進出来た。

分析結果

13,000

12,417
＝

達成率

内部評価の決定理由
　市内9か所で教室を実施し、放課後や土曜日等の子どもの安全安心の居場所づくり
として、様々な体験活動やふるさと学習、交流活動の取り組みを推進し、地域住民の
参加・協力のもと、円滑に事業を進めることができた。

＝

＝

-13-



1213

グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 2 2 2 1

② 10 3 2 2 1

③ 10 6 1 2 1

④ 10 6 2 6 1

目標 100

実績 （％）

目標

実績 （％）

目標

実績 （％）

＝

＝

所管部局 教育委員会事務局 所管課 学校指導課・教育庶務課

30,447

学校指導グループ・学校教育グループ

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）

　就学困難な児童及び生徒の保護者の経済的負担が軽減され、子育て支援の推進が図られている。今後も継
続して支援を図り、他課（子育て支援課、相談支援課、税料金課等）と連携し、該当者に制度の説明を行い、さ
らなる周知に努める。

総合計画の体系 第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系将来への備え

施　策 ②子育て支援・サービスの充実

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

事業番号

申請に対し適切に審査し、経済的支援を必要
とする世帯に対し支援をすることができた。
R5申請者数（小：317名、中：218名）

　一定所得額以下の世帯における保護者の経済的負担を軽減することができた。
　お悔やみデスクや子育て支援課との連携により、家庭の状況が変わった世帯に対して、就学援助制度を説明
し、理解してもらうことが可能となった。
　令和5年度の支給対象者は、児童309名、生徒214名、合計523名であった。

令和5年度決算

会計

一般 準要保護児童生徒医療援助費 0

関連決算額合計 50,669

効果・波及効果

経済的支援を必要とする
世帯に対しての支援率

一般 準要保護児童生徒給食援助費

内部評価の決定理由

100%

100%

分析結果

＝

達成率

　生活困窮により就学困難な児童生徒の保護者に対し、就学援助費を支給することで
保護者の経済的負担を軽減している。今後も義務教育の円滑な実施の為、生活困窮
世帯の経済的負担の軽減を図っていく必要がある。

一般 準要保護児童援助費 6,937

一般 準要保護生徒援助費 13,285

細々目名 決算額（千円）

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

高い 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要

　生活困窮により就学困難な児童または生徒の保護者の経済的な負担を軽減するために、学校での学費の一
部を援助することにより、義務教育の円滑な実施を図る。援助するにあたっては、保護者からの申請書を審査
し、支援が必要と認められたものに対して、学用品・給食費等を援助する。

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 義務教育の円滑な実施のための学費支援事業
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1214

グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 5 2 3 1

②

③

目標 78

実績 （％）

目標

実績 （％）

目標

実績 （％）

内部評価の決定理由

　市内の子ども達の交流、仲間づくりが目的であり、イベントの開催内容や企画運営を
通して子どもの協調性・自主性が養われるとともに、異年齢の子ども達との遊び、交
流を通して、思いやりの心や規律性、協調性を学ぶことができる。子どもの数が減少し
ていくなか、子ども達の健やかな成長のために、多くの子どもたちが関わり、交流する
子ども会活動の支援については、今後も継続する必要がある。

＝

＝

分析結果

2,000

1,579
＝

達成率

参加者数

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

総合計画の体系 第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系将来への備え

所管部局 教育委員会 所管課 生涯学習課 生涯学習グループ

施　策 ②子育て支援・サービスの充実

事業番号

子どもまつりが4年ぶりの開催であった
事、まつり当日の悪天候（大雨）が影響し
た。

　各地区の子ども会の親睦や交流、仲間作りを目的に、春にスポーツセンターで開催される各地区対抗の「レク
レーション大会」や、秋にスポーツセンター及びセンター前広場で開催される、子どもたちが主体となり企画から
運営まで行う「子どもまつり」に助成を行った。

令和5年度決算

会計 細々目名 決算額（千円）

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）

　今後少子化が進み、人や資金の確保など運営面で立ち行かなくなることが予想される事から、理事会に出席
し、子ども会の運営状況を注視しながら、今後も継続して補助金の支援を行っていく。

一般会計 生涯学習推進費 420

関連決算額合計 420

効果・波及効果

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

普通 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要

　子どもたちの健やかな育成を推進し、豊かな心を育み健康でたくましい子を育てるため、子ども会活動を支援
することで、青少年の健全育成を図る。

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 子ども会活動への支援事業
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1221

グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 1 2 3 2

② 10 1 2 3 3

③

目標 75

実績 （％）

目標

実績 （％）

目標

実績 （％）

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

高い 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要
　第2次加賀市総合計画（前期実施計画）「加賀躍進プロジェクト」事業について、第1次総合計画　後期実施計画「地域競争プラン」から継続して、経済
的な問題を抱えながら進学を希望する学生・生徒のうち、審査基準を満たすものに対して奨学金の給付や貸付による支援を行い、将来、地域に貢献で
きる優秀な人材を養成する。
　また、令和3年度より、加賀市奨学金の財源減少に伴い、加賀市三森良二郎奨学金と統合し、高校生への給付金額を増額した。

　※向学心に富み、学術優秀ながらも経済的理由で就学困難な者に対し、奨学金を下記①は給付、②③は貸与し、本市にとって有為な人材を養成し、
さらに教育の振興に寄与する。
　①加賀市三森良二郎奨学金　　・・・高校（加賀市内にある学校）及び大学等就学困難者
　②加賀市育英資金貸与　　　　　・・・高校及び大学等就学困難者
　③加賀市緊急学生支援貸付金 ・・・大学等就学困難者

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 奨学金制度の充実事業

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）

　給付の申請者に対し、貸与の申請者は少ない傾向が見られる。
　給付者においては、一定の条件を満たす生徒について募集枠を確保し、（三森良二郎奨学金の高校生への
給付については、全員を加賀市の高等学校に進学するものとする。大学生への給付については過半数を大学
卒業後5年間以上加賀市内に居住する者とする。）よりいっそうの支援を行っていくとともに、地域活性化と絡め
た奨学金の魅力づくりを進めていく。

一般 三森良二郎奨学金 12,883

一般 奨学資金費 3,257

関連決算額合計 16,140

効果・波及効果

　給付型の奨学金には、合計で12人から申請があり、そのうち選考基準を通過した9人に新規の給付を行った。
　令和2年度より開始した加賀市緊急学生支援貸付金事業については、本年度も継続し、10人に貸与を行った。能力や意欲がありながら、経済的事情
により就学を躊躇する者が、就学機会を得る一助となった。

　①加賀市三森良二郎奨学金  ・・・市内高校に進学する就学困難者　新規奨学生6名(応募者6名)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     大学に進学し、卒業後の居住要件のない者　新規奨学生2名(応募者5名)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  大学に進学し、卒業後の居住要件のある者　新規奨学生1名(応募者1名)
　②加賀市育英資金貸与　　　 ・・・  高校及び大学就学困難者　　　 新規奨学生2名(応募者2名)
　③加賀市緊急学生支援貸付金・・・市内に居住している者　　　　　　新規奨学生2名(応募者2名)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   市外に居住している者　　　 　　 新規奨学生8名(応募者8名)

令和5年度決算

会計 細々目名 決算額（千円）

給付型奨学金制度
R4年度卒業生加賀市定着率

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

総合計画の体系 2(1)④1第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系成長戦略

所管部局 教育委員会事務局 所管課 学校指導課・教育庶務課 学校指導グループ・学校教育グループ

施　策 ②子育て支援・サービスの充実

事業番号

奨学金を受給していた者の７割以上は地元に
定着しているので、地域活性化の一因になって
いる。

分析結果

28(人)

21(人)
＝

達成率

内部評価の決定理由

　奨学金の貸与・給付の申請者が毎年一定数いることから、経済的事情で就学を躊
躇する学生・生徒は毎年いると考えられる。よって、有効性は高いと思われる。
　世帯の経済状況や学力に一定の制限を設けているが、経済的事情で就学を諦める
者の減少に資するため、事業を継続していく。

＝

＝
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1301

グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 5 5 2 1

②

③

目標 83

実績 （％）

目標

実績 （％）

目標

実績 （％）

内部評価の決定理由

　本事業は、学校、地域住民、地域活動団体、事業者、行政など社会全体が連携し
て取り組むことにより、きめ細やかな家庭教育支援が可能となるとともに、その効果
が一層高まり、子どもの基本的な生活習慣や豊かな情操、社会的なマナーが身に付
き、子どもたちの健やかな成長に大きく寄与することから、家庭教育支援を推進して
いく。

＝

＝

分析結果

6

5
＝

達成率

赤ちゃんふれあい体験
実施校

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

総合計画の体系 3(2)⑤1第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系成長戦略

所管部局 教育委員会 所管課 生涯学習課 生涯学習グループ

施　策 ③家庭教育支援の充実と環境の構築

事業番号

助産師からのお話や赤ちゃんと触れ合う
ことで、命の大切さや親への感謝の気持
ちを分かってもらえることができた。

　学校・PTA・子ども会育成協議会や公立・法人立保育園の代表者等で構成する「家庭教育推進会議」を開催
し、相談から見える家庭教育や、学校教育などの現状、課題、成果を共有し、関係機関との連携や関係者との
ネットワークの構築を図った。
　また、「親子ふれあい体験（ようこそ赤ちゃん）」を市内の小学校５校で実施し、命の大切さや子どもを育てる
親の思いなどを実感してもらう機会を作り家庭教育の充実を図った。

令和5年度決算

会計 細々目名 決算額（千円）

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）

　「第2期加賀市家庭教育支援推進計画」に基づき、学校・地域住民・地域活動団体・企業・行政等が連携し
て、親子ふれあい体験や講演会、家庭教育支援者養成講座等の各種事業を実施することで、より一層の家庭
教育支援の推進を図る。

一般会計 青少年健全育成奨励費 154

関連決算額合計 154

効果・波及効果

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

高い 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要

　子どもたちが健やかに成長する上では、家庭の果たす役割が重要であるが、近年核家族化や地域とのつな
がりの変化等により家庭の教育が大きく変化している。そのような中で、全ての親が安心して子育てできるよう
学校・企業・地域・行政がそれぞれの役割を果たし、市全体で家庭への支援を行うことを目的とする。

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 家庭教育の啓発・周知活動の推進事業
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1401

グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 1 3 2 3

②

③

目標 100

実績 （％）

目標 100

実績 （％）

目標

実績 （％）

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

高い 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要

　市内全小中学校において小中一貫したプログラミング教育を展開し、第4次産業革命が進行している現代社
会を生きる子どもたちの資質・能力を育成する。
　小学校4年生以上の総合的な学習の時間における年間5時間以上のプログラミング学習、教科内でのプログ
ラミング教材の活用、クラブ活動でのロボレーブの活用、夏季休業中におけるプログラミング教室を実施する。

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 小中学生におけるプログラミング教育の推進事業

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）

　小学校から中学校まで系統立ててプログラミング教育を行い、未来を切り拓き、よりよい社会を創造すること
ができる資質・能力を育んでいく。また、各教科の単元の内容とプログラミング教育を関連させて問題解決でき
る学習を計画していく。さらに、小中一貫型で身につけてきた学びをいかして、自分の力で地域や社会をよりよ
く変えていけることを実感し、プログラミングを用いて課題を解決していく探究的な学びを充実させていく。

一般 プログラミング教育推進費 3,119

関連決算額合計 3,119

効果・波及効果

総合計画の体系 3(2)②1第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系将来への備え

所管部局 教育委員会事務局 所管課 学校指導課・教育庶務課 学校指導グループ・学校教育グループ

施　策 ④魅力ある学校教育内容の充実

事業番号

＝

達成率

小学校のプログラミング
教室の実施校数

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

全校に夏休みに教室を開き、実施を
することができた。

　小学校4年生でプログラミング的思考を学び、プログラミングに慣れ親しむHour of Codeを、5年生の算数科に
おいてToio にプログラミングをすることで多角形を描くことを、また、5年生の総合的な学習の時間にはScratch
を用いてプログラミングによるプレゼンテーションを行うことを実施した。さらに小学校6年生の総合的な学習の
時間と理科において、マイクロビットを用いて電気制御を学ぶとともに、生活における便利な具体物をプログラミ
ングによって製作した。
　中学校1年生では総合的な学習の時間にAKADAKOを用いて、身の回りの課題解決をするための具体物の
製作を行った。さらに小学校のクラブでロボレーブを、夏休みプログラミング教室ではマイクロビットを活用した
プログラミングを学習を行った。

令和5年度決算

会計 細々目名 決算額（千円）

内部評価の決定理由

　小中学校でのプログラミング教育を継続的に実施するとともに、プログラミングを活
用した探究的な学習がより充実するように、系統立てた取り組みへと事業を推進して
いる。また、総合的な学習の時間や各教科において、よりプログラミング教育の充実
を図り、適切に位置づけていく必要がある。

全校で実施できてた。今後は結果につな
がる支援を目指す必要がある。

ロボレーブクラブの
実施校数

17

17
＝

＝

分析結果

17

17
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1402

グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 1 3 2 1

目標 100

実績 （％）

目標 108.9

実績 （％）

目標

実績 （％）
＝

施　策 ④魅力ある学校教育内容の充実

事業番号

受講した生徒のほとんどが成績の伸びを
実感することができた。

分析結果

令和４年度の97.1％以上

令和５年度97.1％
＝

達成率

所管部局 教育委員会事務局 所管課 学校指導課・教育庶務課 学校指導グループ・学校教育グループ

　公営塾として中学生を対象に「M・S・C（数学スキルアップクラブ）」と「かがっ子休日スクール（中学生英語）」の
2つの講座を開催した。

 ●M・S・C（数学スキルアップクラブ）
　　中学校校下6会場で週2回開催した。生徒82名が参加し、個々のレベルに応じた学習支援を行っている。

 ●かがっ子休日スクール（中学生英語）
　　実用英語技能検定試験合格を目指す生徒を対象に、学期毎に市民会館で5回ずつ開催した。昨年度に
　比べ、受講者数は減少したものの、英語検定試験合格率は上昇した。
　　令和5年度各級合格率　3級81％　4級83％　5級92％

令和5年度決算

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

総合計画の体系 3(2)③2第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系成長戦略

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）

　M･S･Cの講座は、経済的、物理的理由により、塾に通えない生徒を支援し、また、数学のつまづきを解消す
る。
　かがっ子休日スクールの講座は、引き続き実用英語技能検定試験の受験合格を目指し、市全体の学力向上
を図っていく。

効果・波及効果

「数学の成績が伸びた」
と実感した生徒の割合

内部評価の決定理由
　「M･S･C」、「かがっ子休日スクール（中学生英語）」この2つの講座において、講師の
個別指導によってつまづきを解消し、生徒は試験の合格および数学のテストの点数の
上昇など、結果を残している。それにより、生徒の学習意欲、学力向上が期待される。

受検者数、合格者数とも前年度より増加
している。

受講者の英語検定試験
合格率(３～５級全体）

令和４年度の78％以上

令和５年度85％
＝

一般 学校教育研究費 4,350

関連決算額合計 4,350

会計 細々目名 決算額（千円）

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

普通 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要

　英語教科の課題に取り組む機会を設け、実用英語技能検定試験合格を目指すことによって、英語科の学習
意欲と学力向上を図る。
　数学教科について、基本段階でのつまづきによる学習意欲低下を解消するために、生徒それぞれの個に応じ
た学習支援を毎週2回実施する。
　また、経済的、地理的に通塾が困難な生徒に対する学習支援とも位置づけ、市全体としての学力向上を図
る。

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 小中学校の教育推進事業
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1403

グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 1 2 3 5

②

③

目標 100

実績 （％）

目標

実績 （％）

目標

実績 （％）

内部評価の決定理由
　本事業の実施を通して、加賀市の児童生徒が世界に視野を広げる機会を設けるこ
とができるため、継続することが望ましい。

＝

＝

分析結果

２校

２校
＝

達成率

加賀市内の学校で
異文化交流を行う

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

総合計画の体系 3(2)③5第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系将来への備え

所管部局 教育委員会事務局 所管課 学校指導課・教育庶務課 学校指導グループ・学校教育グループ

施　策 ④魅力ある学校教育内容の充実

事業番号

嘉義小学校の日程から、三谷小学校、山
中小学校で、楽器の演奏や学校紹介、児
童の交流を実施した。

　新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行したことから、可能な範囲で交流を再開し、台湾の国立嘉義
大学附属実験国民小学校の児童が来市し、加賀市小学校音楽会に参加し、演奏を行った。また、三谷小学校
と山中小学校を訪問し児童の交流を行った。

令和5年度決算

会計 細々目名 決算額（千円）

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）

　令和６年度は台湾への派遣が想定されるが、少人数に多額の費用がかかる実情があることから、派遣する児
童の選考方法については、作文や面接により選考基準を明確にすることが求められる。

一般 教育交流活動費 1,194

関連決算額合計 1,194

効果・波及効果

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

普通 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要

　他国の児童生徒と触れ合うことによって他国の文化を知り、視野を広げ豊かな国際感覚を培うため、台湾・シ
ンガポール等の友好都市協定を締結した都市の小中学生との交流を行う。

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 国際教育交流事業
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1404

グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 1 3 2 1

②

③

目標 95

実績 （％）

目標

実績 （％）

目標

実績 （％）

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

高い 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要

　道徳科の授業研究を実施し、教師の指導力を高め、質の高い授業を行うことで、児童生徒の道徳性を高め
る。

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 指導力向上による学校教育環境の充実事業

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）

令和６年度においては、学力向上プログラム推進事業「令和の日本型学校教育の具現化に向けた実証研究」を
山代中学校で実施する。今後も引き続き研修会を積極的に展開し、現状における問題解決、学校教育環境の
改善等に積極的に取り組む。

一般 学校教育研究費 300

関連決算額合計 300

効果・波及効果

　錦城東小学校では、いしかわ道徳推進事業研究発表会を開催し、市内外の多くの教員が参加した。研究発表
会では、講師から、「対話的な学び」をつくるには、①共感的な人間関係づくり②対話の必然性を作り出すなど、
多様な表現を通じて、教職員や子ども、子ども同士が対話し、それによって思考を広げ深めていくことが求めら
れていることを学び、教員の道徳指導力の向上を図ることができた.。

令和5年度決算

会計 細々目名 決算額（千円）

研究発表会に参加して、
学びや気づきがあった
教職員の割合

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

総合計画の体系 3(2)④1第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系将来への備え

所管部局 教育委員会 所管課 学校指導課・教育庶務課 学校指導グループ・学校教育グループ

施　策 ④魅力ある学校教育内容の充実

事業番号

推進校の研究発表会を通して、横展開を進めること
ができた。今後も学校間の授業交流を積極的に進
め、市全体で授業改善を推進していく。

分析結果

90

86
＝

達成率

内部評価の決定理由
　研究授業や講演会を実施し、教師の指導力を高め、質の高い授業を行うことで、児
童生徒の道徳性を高めることができた。

＝

＝
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グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 6 1 1 1

② 10 6 1 1 2

③ 10 6 1 1 3

目標 96

実績 （％）

目標

実績 （％）

目標

実績 （％）

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

普通 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要

　加賀市内の小中学校における保健管理、安全管理、児童生徒及び教職員の健康の保持増進の体制づくりを
推進する。
　学校保健安全法に基づく児童生徒及び教職員の健康診断、環境衛生検査等を実施し、その結果に基づく治
療等、必要な措置を取るよう指導を行う。また、学校活動に対する安全保険に加入するとともに、学校保健運営
に必要な備品や消耗品等を充実させ、適正な学校保健事務を進める。

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 学校保健の充実事業

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）

　教職員については、集団で行う健康診断や個人的に人間ドックなどを受診する方法で健康管理を行っている。
今後も、全職員がいずれかの方法で毎年健診を受けていることを確認するととともに、児童生徒については全
てに受診を促す。
　また、教職員を対象に実施しているストレスチェックについては、教職員自身がメンタルヘルス不調となること
を未然に防止するためのものとして今後も実施していくとともに、面接指導など積極的に受診できるような環境
づくりや呼び掛けを行う。

一般 嘱託医報酬費 7,747

一般 健康診断費 4,991

一般 一般経費 7,261

関連決算額合計 19,999

効果・波及効果

　嘱託医師を配置し、児童生徒の健康管理を促進した。
（校医19人、歯科医18人、眼科医2人、耳鼻科医2人、薬剤師19人）
　健康診断の受診については、全校の児童生徒・教職員に受診を促した。
　受診人数
　　児童生徒（4,255人）
　　教職員　 （  246人）
　ストレスチェックの受検については全教職員（380人）に実施した。

令和5年度決算

会計 細々目名 決算額（千円）

教職員健康診断
受診率(人間ドック含む)

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

総合計画の体系 第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系成長戦略

所管部局 教育委員会事務局 所管課 学校指導課・教育庶務課 学校指導グループ・学校教育グループ

施　策 ④魅力ある学校教育内容の充実

事業番号

やむを得ず受診できなかった教職員を除き、概
ね健康診断を受診できていることがわかる

分析結果

全教職員

399/414
＝

達成率

内部評価の決定理由
　本事業を通して、児童生徒及び教職員が健康で安全に学校生活を送ることができて
いる。今後も心身の健康の保持増進を図るため継続していくことが望ましい。

＝

＝
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グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 2 1 1 2

② 10 2 2 1 1

③ 10 3 1 1 2

④ 10 3 2 1 1

目標 100.6

実績 （％）

目標 101.6

実績 （％）

目標

実績 （％）

　小中学生時に、より多くの本に親しむことは、人間形成に不可欠であり、事業は有効
である。文部科学省が示す標準数値を若干上回る蔵書数を確保したことや貸出数が
増えたことを考慮すると、費用対効果は相当である。全小中学校で朝読書を実施して
おり、保護者や地域の方々による読み聞かせ活動も、コロナ禍以前の状況に戻りつつ
ある。変化の激しい時代に対応した教育活動を実施していくためには、蔵書の入れ替
えは常に必要であり、事業を継続していく。

小学校で貸出冊数が伸びており、その流
れを中学校に反映させていきたい

児童生徒一人あたりの
貸出冊数

前年度の一人あたり50冊以上

一人あたり50．8冊
＝

＝

事業番号

蔵書の入れ替えを実施しながら蔵書数が
微増するのは望ましい状況である

　学校図書の充実化を進めた結果、文部科学省が学級数に応じて定める標準蔵書冊数に対する加賀市の蔵
書数の達成率は、小学校174%、中学校143%、全体で164%となり、昨年度より小学校はほぼ同数、中学校は1ポ
イント増、全体で1ポイント増となった。
また貸出冊数について、一人あたりの貸出冊数は小学校80．6冊、中学校11.5冊、全体で55．7冊となり、昨年度
より小学校では8，2冊増、中学校は0．8冊減、全体では4．9冊増となった。

令和5年度決算

会計 細々目名 決算額（千円）

所管部局 教育委員会事務局 所管課 学校指導課・教育庶務課

4,923

分析結果

＝

達成率

総合計画の体系 第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系成長戦略

施　策 ④魅力ある学校教育内容の充実

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

学校指導グループ・学校教育グループ

前年度の達成率163％以上

達成率164％

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）

　加賀市全体の学校図書の蔵書数は、文部科学省の示す基準を超えているが、各学校図書館に今日的課題に
対応する新たな蔵書を追加し、古くなった蔵書と入れ替える等、蔵書数の確保に努める。また児童生徒にとって
より充実した読書環境を整えられるよう、学校司書への研修も充実させていく。

一般 振興奨励費 3,102

関連決算額合計 53,710

効果・波及効果

蔵書冊数達成割合

一般 振興奨励費

内部評価の決定理由

一般 会計年度任用職員給与費 29,929

一般 会計年度任用職員給与費 15,756

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

普通 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要

　令和3年度に制定された「加賀市読書活動推進条例」に則って全ての子どもが読書活動に取り組む環境づくり
推進していく。それに向けて各学校図書館に新たな蔵書を追加し、古くなった蔵書と入れ替える等、児童生徒の
読書環境を充実させるとともに、学校図書館司書を配置し、児童生徒の図書の貸し出しの促進を図る。

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 学校図書館の充実事業
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グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 1 3 2 1

② 10 2 2 1 1

③ 10 2 2 1 6

④ 10 3 2 1 1

⑤ 10 3 2 1 7

目標 100

実績 （％）

目標 100

実績 （％）

目標

実績 （％）

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

普通 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要
　特別支援学級の教材用備品を整備し、教育環境を充実させる。
　また、通常学級においても、学習支援が必要な児童生徒や多動傾向、コミュニケーションが困難な児童生徒
等への学習や生活を支援するための教育支援員を各学校に配置し、教育環境の充実を図る。
　令和３年度より、医療的ケアに対応する看護師の配置や環境整備を行い、学校における医療的ケアの充実
を図る。
　特別支援教育アドバイザーとして特別支援教育に専門的知識と経験をもつ元教員を配置し、授業参観や助
言を行ったりすることを通して、特別支援教育の充実を図る。

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 特別支援教育の充実

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）

　特別支援教育アドバイザーによる指導・助言や特別支援教育を推進するための研修や学習会等の実施によ
り、教職員や支援員の指導スキルをより高めていく。また、支援員の数を含めた配置体制の強化を図っていく
ことによって、インクルーシブな教育環境を構築する。

一般 振興奨励費 947

一般 指導体制支援費 27,227

関連決算額合計 115,041

効果・波及効果

＝

達成率
特別支援教育アドバイザーが
希望した学校に訪問し指導

助言を行う

施　策 ④魅力ある学校教育内容の充実

事業番号

希望する学校には訪問し指導助言でき
た。

　特別支援学級において教材用備品などを揃え教育環境を充実させた。
　通常学級において支援を必要としている児童生徒に対して、より良い学習環境を提供するため、教育支援員
を配置し学習活動の充実に努めた。また、夏季研修会を行い、指導スキルの向上を図った。
　特別支援教育アドバイザーが新任特別支援学級担任や希望のあった学校を中心に学校訪問を行い、授業
参観や助言を行い、特別支援教育の充実を図った。

令和5年度決算

会計 細々目名 決算額（千円）

所管部局 教育委員会事務局 所管課 学校指導課・教育庶務課 学校指導課グループ・学校教育グループ

学期に2回以上

令和5年度１００％

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

総合計画の体系 第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系成長戦略

一般 振興奨励費 303

内部評価の決定理由

　特別支援学級において教材用備品などを揃え教育環境を充実させた。
　通常学級において支援を必要としている児童生徒に対して、より良い学習環境を提
供するため、教育支援員を配置し学習活動の充実に努めた。
　特別支援教育アドバイザーが新任特別支援学級担任や希望のあった学校を中心
に学校訪問を行い、授業参観や助言を行い、特別支援教育の充実を図った。

希望する学校に配置できた。しかし、希望に応
じた人数分配置できなかった学校もあった。

教育支援員を希望する学校
に配置し、よりインクルーシブ
な教育環境を構築する

希望するすべての学校に配置

令和5年度１００％
＝

＝

分析結果

一般 学校教育研究費 3,982

一般 指導体制支援費 82,582
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グループ

頁 款 項 目 細目 細々

① 10 1 3 7 1

② 10 1 3 7 2

③ 10 1 3 8 1

➃ 10 1 3 8 2

⑤ 10 1 3 10 1

目標 100

実績 （％）

目標 47

実績 （％）

目標

実績 （％）

内部評価の決定理由

　いじめの定義に基づいた「いじめの認知」が周知されてきたことで、教職員の意識が
高まり、見過ごしや抱え込みが減少した。アンケートや面談週間、教員のいじめチェッ
クシート等によって、いじめを早期に発見することができ、迅速な対応ができた。
　不登校については、家庭環境や学業、友人関係など様々な要因が絡み合い、ストレ
スを抱える児童生徒が増えており、適切な支援が求められている。また、早期対応マ
ニュアルに沿ったケース会議等を開催し、個に応じた支援が求められる。

新規の割合が高まっている。対応マニュ
アルに沿った初動対応、個に応じた支援
を継続していく。

不登校児童生徒数に占め
る新規の割合を減らす

20%

43%
＝

＝

分析結果

100%

100%
＝

達成率

いじめの見逃しゼロの
学校100％

基本方針 _１．安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

総合計画の体系 第2期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略の体系将来への備え

所管部局 教育委員会事務局 所管課 学校指導課・教育庶務課 学校指導グループ・学校教育グループ

施　策 ④魅力ある学校教育内容の充実

事業番号

いじめの認知＝子どもに寄り添えた数と
いう意識が定着してきた。

　「加賀市いじめから子どもを守る条例」を制定し、加賀市いじめ防止基本方針を策定した。「いじめの認知は、子どもに寄
り添えた数」を各校に周知し、学校いじめ防止基本方針を見直した。また、市内統一の生活アンケート調査や児童生徒と
の面談週間を実施し、いじめの早期発見に努めたり、道徳や学級活動の時間に、いじめに関わる時間を充実させ、未然
防止に努めた。
　不登校への対策としては、不登校児童生徒支援ファイルを作成し、早期発見、組織的対応、教育相談体制の充実を
図った。スクールソーシャルワーカーや子育て応援ステーション等の関係機関との連携のもと登校支援を行い、きめ細や
かな取り組みを進めた。小学校２校・中学校１校に、ＳＳＲ（スクール・サポート・ルーム）、ＳＳＲ支援員を設置・配置し、教
室に入りづらい不登校傾向児童・生徒の支援を行い、個に応じた支援につながる事例も見られた。

令和5年度決算

会計 細々目名 決算額（千円）

今
後
の
方
向
性

次年度以降における課題、今後の具体的な方針等（内部評価を踏まえ）
　「いじめ」対策として、学校いじめ防止基本方針を見直したり、方針に基づく取組を充実させる。また、全ての
学校でアンケート調査や個人面談等を計画的に実施し、早期発見・早期対応を徹底する。
　「不登校」対策では、全ての児童生徒にとって魅力ある学校づくりを推進し、「心の居場所づくり」・「絆づくり」
に取り組む。　また、校内サポート（ＳＳＲ等）や郊外サポート（児童センター、Being等）を充実させ、居場所づくり
に努める。不登校対応マニュアルをもとに、早期支援、組織的対応、教育相談体制の充実を図ることで改善に
つなげる。対応マニュアルを見直し、個に応じた支援（ケース会議の開催等）に努める。
　令和６年度、小中合わせて１５校にSSR（スクール・サポートルーム）、SSR支援員を設置・配置し、教室に入り
づらい不登校傾向児童・生徒の支援を行う。

一般 委員報酬費 15

一般 運営費 3

一般 学校教育推進費 4,685

関連決算額合計 4,783

効果・波及効果

令和5年度　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 シート　【事務事業】

内部評価
（拡充/継続/縮小/廃止）

継続

内
部
評
価

有効性
（高い/普通/低い）

高い 費用対効果
（高い/普通/低い）

普通

目
的
・
概
要

事務事業を実施する目的と概要

　不登校児童生徒は依然として増加傾向にあり、スクールカウンセラーと連携した相談活動を充実させ、SOSを
出しやすい雰囲気づくり、関係づくり、学校内外の児童生徒の居場所づくり、子供が主役の授業づくりの推進な
ど、未然防止や早期対応に努める。
　市内全小中学校にスクールカウンセラーを配置し、児童生徒一人一人に寄り添った支援を行い、問題行動や
不登校の未然防止につなげ、学級集団状態の良好化を図りながら、諸問題の改善を目指す。

実
施
状
況

事業の進捗、目的の達成状況（令和5年度の主な成果やＫＰＩの達成状況等を踏まえ）

事務事業名 いじめ・不登校の解消事業

一般

一般

運営費

委員報酬費
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4月1日 市民スポーツ大会総合開会式
4月2日 令和５年成人式
4月6日 小・中学校入学式
4月16日 加賀温泉郷マラソン２０２３
4月26日 第１回石川県市町教育委員会連合会理事会
　〃 石川県市町教育委員会教育長会議
4月27日 第４回教育委員会定例会
5月9日 石川県市町教育委員会連合会定期総会
5月11日 全国ＩＣＴ教育首長協議会幹事会（zoom）
　〃 第１回加賀市スポーツ推進委員会全体会議
5月14日 市民体力測定会
5月17日 いじめの防止等対策委員会
5月22日 第５回教育委員会定例会、第２回教育委員会臨時会
5月23日 加南地区教育委員会連絡協議会第１回教育長会議
5月24日 第１回加賀市部活動地域移行推進委員会
5月28日 加賀市教育支援委員会
5月29日 第１回社会教育委員会議
6月7日 全国ＩＣＴ教育首長協議会総会・全国ＩＣＴ教育首長サミット
6月15日 教育総合支援センター運営委員会
6月28日 第６回教育委員会定例会
6月29日 いしかわ百万石文化祭2023加賀市実行委員会第４回総会
7月11日 第1回加賀市通学路交通安全推進協議会
7月19日 第７回教育委員会定例会
　〃 九谷赤絵全国巡回展開催実行委員会（第１回）
7月20日 九谷赤絵東京展開催実行委員会（第１回）
7月21日 第２回石川県市町教育委員会連合会理事会
　〃 加賀市中学生意見発表会
　〃 第１回県立夜間中学開設連携会議
　〃 インターハイ・石川県民スポーツ大会加賀市選手団結団壮行会
　〃 第５回能のまち推進協議会
7月24日 北前船日本遺産推進協議会総会（書面議決）
7月25日 いじめ等生徒指導連絡協議会
7月26日 加賀市教職員夏季全体研修会
7月28日 石川県社会教育委員研究協議会
8月1日 石川県市町教育委員会セミナー
8月5日 石川県民スポーツ大会（～8月6日）
8月10日 加賀市生徒指導連絡協議会
　〃 第２回加賀温泉郷寛平ナイトマラソン実行委員会
8月17日 第２回加賀市スポーツ推進委員会全体会議
8月21日 第２回 石川県へき地教育振興会理事会
8月27日～

8月28日
8月29日 第８回教育委員会定例会、第３回教育委員会臨時会
　〃 第35回加賀市児童生徒俳句表彰式
8月30日 第２回加賀市部活動地域移行推進委員会
8月31日～

9月6日
9月1日 家庭教育推進会議
9月1日・4日ふれあいあいさつday
9月2日 加賀温泉郷寛平ナイトマラソン2023
9月3日 オーケストラ・アンサンブル金沢　加賀公演(共催事業)
9月10日 第20回九谷焼絵皿イラストコンクール表彰式
9月12日 第2回加賀市通学路交通安全推進協議会
9月16日 芭蕉祭山中温泉全国俳句大会
9月20日 第９回教育委員会定例会

■教育委員会の主な活動

グッドマナーキャンペーン強調週間

北前船セミナー
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9月21日 特別国民体育大会加賀市出場選手・監督壮行会
9月23日 九谷赤絵東京展開催実行委員会（第２回）（書面開催）　
9月27日 加賀温泉郷マラソン組織委員会
10月5日 家庭教育支援事業「親子ふれあい体験」（作見小学校）
10月10日 千人謡（全小学校５，６年生参加、加賀市文化会館）
10月11日 加賀市学力向上研究校指定事業　授業公開(庄小学校)
10月12日～
10月13日

10月14日～
11月26日

10月18日 家庭教育支援事業「親子ふれあい体験」（河南小学校）
10月24日 第１０回教育委員会定例会
10月27日 石川県市町教育委員会連合会研究大会
10月29日 市民山登り(富士写ヶ岳)（中止）
10月30日 加南地区教育委員会連絡協議会　教育長視察研修会
10月31日 いしかわ道徳研究発表会（錦城東小）
11月4日～

11月5日
11月5日 大聖寺鴻玉荘茶会
11月6日 家庭教育支援事業「親子ふれあい体験」（山中小学校）
　〃 家庭教育支援事業「親子ふれあい体験」（湖北小学校）
11月7日 本川弘一科学奨励賞表彰式
11月9日 第３回部活動地域移行推進委員会
11月12日 加南地区スポーツ推進委員研修会兼加賀市スポーツ推進委員研修会
11月19日 市民文化講演会（藤原正彦氏）
11月20日 第１１回教育委員会定例会
　〃 リーディングDXスクール事業 兼 教員のICT活用指導力強化事業公開研究発表会（橋立小・中学校）

11月22日 第３回石川県市町教育委員会連合会理事会及び教育長研修会
　〃 第２回県立夜間中学開設連携会議
　〃 家庭教育支援事業「親子ふれあい体験」（動橋小学校）（中止）
11月26日 加賀市教育支援委員会
　〃 レクリエーションスポーツ大会
11月27日 加南地区教育委員会連絡協議会研究大会
　〃 家庭教育支援事業「親子ふれあい体験」（南郷小学校）
12月3日 石川県スポーツ推進委員研修会
12月16日 STEAM　FES　KAGA
　〃 Kaga STEAM Presentation
12月18日 加南地区教育委員会連絡協議会第２回教育長会議
12月22日 第１２回教育委員会定例会
1月22日 山代中学校学力向上推進事業研究発表会
1月25日 第１回教育委員会定例会
1月26日 Kaga Education PLAYER'S Day
　〃 第６回能のまち推進協議会
1月29日 文化財保護審議会
1月31日 庄小学校学力向上推進事業研究発表会
2月6日 第１回加賀温泉郷寛平ナイトマラソン実行委員会
2月14日 伝統的建造物群保存地区保存審議会（書面開催）
2月20日 中谷宇吉郎科学奨励賞表彰式
2月22日 北前船関係者交流会議
2月25日 出張コンピュータクラブハウス（松が丘KidsDay）
2月28日 第２回教育委員会定例会
2月29日 家庭教育推進会議
3月1日 出張コンピュータクラブハウス（加賀百万石）
3月4日 第４回加賀市部活動地域移行推進委員会
3月5日 第１回加賀市スポーツ推進審議会
3月6日 ふるさと探検大使・隊長称号授与式
3月8日 出張コンピュータクラブハウス（加賀百万石）

ロボレーブ大会

東海北陸社会教育研究大会　福井大会

いしかわ百万石文化祭2023開催　市町独自事業他実施

-113-



3月9日 中学校卒業式
3月11日 三森良次郎奨学金選考会
3月13日 文化振興審議会（書面開催）
3月15日 小学校卒業式
3月17日 KAGA STEAMプログラム イベント「未来は自分で創る。」
3月21日 令和５年度加賀市総合教育会議
　〃 第３回教育委員会定例会
　〃 第２回社会教育委員会議
3月22日 出張コンピュータクラブハウス（加賀百万石）
3月23日 能楽教室ミニ発表会
3月25日 第３回加賀市スポーツ推進委員会全体会議
3月26日 いしかわ百万石文化祭2023加賀市実行委員会第５回総会（書面開催）
3月27日 加南地区教育委員会連絡協議会第３回教育長会議
3月28日 第１回教育委員会臨時会（書面）
3月29日 出張コンピュータクラブハウス（加賀百万石）
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